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B

C

C

・防災、防犯意識を高め、学期に１回の救命や自己防衛に関する体験をさせる。 C
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ここ3年間の取り組みを
土台として、円滑な業務
遂行をする。

・学びのUD化、ダイバーシティの意識をさらに向上させてインクルーシブ教育を目指す。

広報活動の充実
・HPやインスタグラム、Facebookを速やかに更新させて常に最新の情報を発信する。

D
・全職員がOneTeamで園児数173名、体験入園参加数300名の目標を達成する。

・季節の歌や音楽に親しみ正しい歌詞を覚えて歌う楽しさを知る。毎日の体操やダンスで身体で表現する楽しさを身につける。

その他

環境の改善・職員研
修の充実

・幼小中の交流を月に１回に取り入れ異年齢交流の幅を広めて感性を育てる。
C

D

ことば
感覚・
表現力
の育成

正しいことば感覚の育成
・読み聞かせは毎日一話を心がけて年間200冊絵本や物語に親しみ言葉のイメージを豊かにする。

B
C

日々の読み聞かせで語彙
力やコミュニケーション
能力向上を目指し、今後
は新しい取り組みを検討
する。

・相手の話を聴く、対話を重ねる、いろいろな人に関わる、優しい言葉でコミュニケーションをとり言葉の大切さを育てる。

感性豊かな表現力の育成

・農業体験、自然体験、行事体験、考古学講座、伝承遊びなど新しい取り組みに積極的に参加させる。

C

B

職員が模範となり保護者
への挨拶運動を推進す
る。また職員間の報連相
を徹底する中で園児一人
ひとりに寄り添う教育を
目指す。

・時間を守る、物を大切にする、挨拶と返事をする指導を徹底する。

望ましい人間関係の構築
・「気づく、考える、配慮、余裕、迅速」に努め教師が正しい判断をする。

C
・良い事、悪い事を理解して決まりを守る大切さを習得して考えて行動できるようにする。

・年少はフラフープ、年中は縄跳び年長は縄跳び50回、竹馬10メートルを目標に日々の保育内で基礎体力をつける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

充実した活動がで
きる環境整美

・全園児環境整美意識を向上させ、月１回の大掃除を実施する。
C

社会
性・人
間関係
の育成

基本的生活習慣の習
得

・毎日、毎日の朝の集いを通じて集団や組織の意識を高め団体行動の基礎を固める。
B

具　体　的　目　標 具　　体　　的　　方　　策 評価(3月) 次年度の主な課題

健康・
安全の
指導

健全な心と身体の育成
・WBGTやCIに柔軟に対応しながらエアコンの設定温度やマラソン等で健康な身体づくりを行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

C
C

子ども達が心身共に健康で
安心した活動ができるよ
う、暑熱順化・寒冷順化に
取り組みながら、子ども達
が運動できる環境を整え、
運動能力を高める。

・安心できる園づくり、安全な環境で「自分らしく」成長す
る。

・防災、防犯訓練を月1回行い教員、園児の防災意識を高める。

・衛生管理、安全点検を実践し会議などで結果や改善点を共有する。

・KPIを明確にし、誰からも選ばれる幼稚園にする。
・「募集の数値」「教育面の数値」「職員スキル」を決めクオリティをあげる。

・報・連・相を徹底してインクルーシブ教育を推進する。

・遊びを通して「生きる力」を育成する。
・好奇心、主体性、やる気等の社会情緒的スキルの育成に努める。

・年齢に応じた環境設定や教材を工夫して教育目標を達成する。

・基本的な生活習慣を身につけ「元気な身体」を育成する。
・すすんで挨拶を、返事をする姿勢を育てる。

・幼稚園独自の暑熱順化、寒冷順化を実践して健康な身体作りを目指す。

　認定こども園ひまわり幼稚園　令和７年度　重点目標並びに自己評価表

幼　　稚　　園　　運　　営　　計　　画 評価(3月)

運営方針 「知・徳・体・意」の精神のもと、文化の向上と世界の平和に貢献する人を育てる。

C

昨年度の成果と課題 本　年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標
昨年度は餅つき・試食会・
参観・園外保育の充実幼稚
園フェスタ等新しい取り組
みを実施し成長した様子な
どを見てもらう機会が昨年
より持てた。今年度は認定
こども園になり0歳から5
歳までの園児が在園しま
す。安全に充実した園生活
を送るには職員一人一人の
自覚や配慮や正しい判断が
必要になるのでクオリティ
をあげる。職員間の報連相
が大切になる。


